








A study on the “Total Defense” linked with skills in Volleyball game (1)
〜 Relationship of service courses and setting distributions in each rotation 〜
 Seiji YOSHIDA 1）,  Hiroaki SATO 2）,  Keita WATANABE 3）, 
Takahiko YAMADA 4）,  Minoru OKADA 5）
Abstract
In terms of the “Total Defense” in Volleyball game, the purpose of this study is to gain the new 
knowledge to construct blocking systems and floor defense systems linked with service skills, 
by quantitatively analyzing the relationship of service courses and setting distributions in each 
rotation. Games to be analyzed were 45 men's international matches held in 2009-12: 24 games from 
the World League, 5 games from Grand Champions Cup, 5 games from the World championships, 
11 games from the World Cup. After extraction of the 2,055 samples of jumping spike services 
from the games, we created a cross-tabulation table as "9 service courses" and "4 setting 
distributions".  And then we quantitatively analyzed the “changes of 4 setting distributions” due to 
“9 service courses” in 6 rotations, using Chi-square Test and Adjusted standardized residual Test. 
The results are as follows.
1) In relation to “Setting distributions” and “Rotations”, there is a statistical significance in setting 
distributions in all rotations. 2) In relation to “Setting distributions” and “Service courses”, there 
is a statistical significance in setting distributions in 5 service courses. 3) In S1 rotation, services 
from “zone 5 to zone 1” reduce the expected value of the “Left attack”. 4) In S2 rotation, services 
from “zone 1 to zone 5” increase the expected value of the “Quick attack”. 5) In S3 rotation, 
services from “zone 5 to zone 1” increase the expected value of the “Quick attack”. 6) In S4 
rotation, services from “zone 1 to zone 1” increase the expected value of the “Pipe attack”. 7) In 
S5 rotation, services from “zone 1 to zone 6” reduce the expected value of the “Quick attack”.8) 
In S6 rotation, services from “zone 6 to zone 1” reduce the expected value of the “Left attack”.
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攻撃ゾーンを 4 つに分類し、9 サーブコースご
とにセッターがサーブレシーブをどのゾーンに
トス配球したかを集計した。


































	 ＊ _ はフロントプレイヤー
図 7.　S2 ローテーションにおけるセッターの移動	
	 ＊ _ はフロントプレイヤー
図 8.　S3 ローテーションにおけるセッターの移動	






	 ＊ _ はフロントプレイヤー
図 10.　S5 ローテーションにおけるセッターの移動	
	 ＊ _ はフロントプレイヤー
図 11.　S6 ローテーションにおけるセッターの移動	
	 ＊ _ はフロントプレイヤー








のχ 2 検定（Chi-square Test）を実行した 18）。




整済み標準化残差分析 (adjusted standardized 
residual) を実行した 26）。
































ローテーション ライト攻撃 クイック攻撃 パイプ攻撃 レフト攻撃
S1 	2.20* -0.49 	0.56 -1.99*
S2 -0.35** 1.48 -0.67 	2.51*
S3 -0.75 1.75 -3.04** 	1.23
S4 -2.68** -0.14 	2.39* 	1.08
S5 	1.57 	-2.07* 	0.74 -0.33
S6 	3.05** -0.38 -0.19 -2.38*
表 1.　ローテーションとトス配球の調整済み標準化残差








































る 4 人のアタッカーによるシンクロ攻撃 11）を遂
行するためには、OP が Z1 から攻撃参加しなけ














離れた OH（図 5 の 2OH）は攻撃的 OH を配置
し、OP に近接した OH（図 5 の 5OH）は守備的
OH を配置している。フロントアタッカー 2 人
の S3 でパイプ攻撃に参加する 5OH は守備的な












































タクトがしやすくなる 22）。そのため S4 でセッ
ターは Z2 と Z3 の間に移動し、ネットと肩の
ラインが垂直な Z4 へ正対する体勢でトスアッ






















































　S1 においては、Z4 の OP は本来のポジショ
ンでなかったため、レフトへのトス配球が少
なかったが、S6 においては Z2 からフリーで攻
撃に参加することが可能となり、必然的にラ
イト攻撃が多くなっているものと考えられる。

















サーブコース ライト攻撃 クイック攻撃 パイプ攻撃 レフト攻撃
11サーブ 	0.35 -2.45*	 	1.26 	0.76
16 サーブ 	1.08 -3.00** 	0.44 	1.02
15 サーブ 	0.48 	0.42 -0.87 -0.22
61 サーブ 	0.96 	0.91 	0.69 -1.99*
66 サーブ 	0.57 	1.17 -1.53 -0.47
65 サーブ -2.06* 	0.65 	0.40 	1.15
51 サーブ -0.86 	1.62 	1.16 -1.15
56 サーブ -1.29 	2.16* 	0.21 	0.33
55 サーブ 	1.63 	0.02 -1.70 -0.46
表 2.　サーブコースとトス配球の調整済み標準化残差



















　前述の通り、セッターは Z2 と Z3 をベースポ









































































































クロス集計し、χ 2 検定を行ったところ、χ 2 
(159)= 191.073, p=0.042 で有意差が認められた。
さらに、調整済み標準化残差を実施したところ、










ローテーション×サーブコース ライト攻撃 クイック攻撃 パイプ攻撃 レフト攻撃
S1× 51 n.s. 	n.s. n.s. -2.04*
S2 × 15 n.s. 	2.18* n.s. 	n.s.
S3 × 51 n.s. 	2.28* n.s. 	n.s.
S4 × 11 n.s. 	n.s. 2.03* 	n.s.
S5 × 16 n.s. -2.30* n.s. 	n.s.
S6 × 61 n.s. 	n.s. n.s. -2.47*
表 3.　ローテーション×サーブコースとトス配球の調整済み標準化残差（p<.05 の変量のみ抜粋）







① S1 での 51 サーブ
S1 で 51 サーブを打たれるとレフト攻撃が期待
値に対して有意に少なくなっていた（p<.05）。
この状況は図 23 の通りである。
　S1 でセッターは Z1 からベースポジションに














② S2 での 15 サーブ
　S2 で 15 サーブを打たれるとクイック攻
撃が期待値に対して有意に多くなっていた
（p<.05）。この状況は図 24 の通りである。
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③ S3 での 51 サーブ
















④ S4 での 11 サーブ
































図 25.　S3 のサーブコースとトス配球の関係 図 26.　S4 のサーブコースとトス配球の関係
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⑤ S5 での 16 サーブ
　S5 で 16 サーブを打たれるとクイック攻撃
が期待値に対して有意に少なくなっていた
（p<.05）。この状況は図 27 の通りである。
　S5 でセッターは Z5 からベースポジション
に移動し、Z4 に正対するには 200°以上、体を
回転させなければならない。このローテーショ







⑥ S6での 61 サーブ
 S6 で 61 サーブを打たれるとレフト攻撃
が期待値に対して有意に少なくなっていた
（p<.05）。この状況は図 28 の通りである。























































3）S1 ローテーションでゾーン 5 からゾーン 1 に
サーブを打たれると、レフト攻撃が減ること
が示唆された。
4）S2 ローテーションでゾーン 1 からゾーン 5 に
サーブを打たれると、クイック攻撃が増える
ことが示唆された。
5）S3 ローテーションでゾーン 5 からゾーン 1 に
サーブを打たれると、クイック攻撃が増える
ことが示唆された。
6）S4 ローテーションでゾーン 1 からゾーン 1 に
サーブを打たれると、パイプ攻撃が増えるこ
とが示唆された。
7）S5 ローテーションでゾーン 1 からゾーン 6 に
サーブを打たれると、クイック攻撃が減るこ
とが示唆された。
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